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 I have developed a learning tool for programming named “max+”. It has been developed as a 
Web Application and can connect to various LMSs using IMS Learning Tools Interoperability 
(LTI). It provides two kinds of quiz for learning programming. One of those is multiple-choice 
questions to check basic topics. The other is questions which require to submit source codes. 
max+ verifies those automatically and returns results immediately. In this paper I show functions 
of max+, its architecture, and how to set up a whole system on our servers. 
 
















































 本研究では LTI に対応した SPOC 向けの教育支援
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から Ajax を用いてバックエンドの Web サービス形
式で提供される機能を利用する形で実装している．













 システムの実装には Java Servlet を用いており，
Web サービスの仕様である JAX-RS[9]を実装したラ
イブラリである Apache CXF[10]を利用している．そ
の他の主な使用ライブラリは DI のための Spring 
Framework[11]や OR マッピングのための Hibernate[12]
を利用している． 









 現段階では本システムで対応している LTI のバー
ジョンは 1.0 のみで，LMS 側へデータを戻すような
機能はもたず，データはすべて拡張機能側のデータ
ベースへ格納される仕様となっている．LTI への対































 max+と連携するための Sakai 用のサーバである．
Sakai を動作させるために Tomcat と MySQL を利用
している．Sakai のバージョンは 10.1 で Sakai の












ンド Web サービス用の Tomcat，両者で利用している
MySQL である．Apache と Tomcat は別プロセスで動
作しているが Apache Jserv Protocol(AJP)を用いて同
一ポートからアクセスできるように設定している． 
 

























 本研究では Java プログラミング教育用の LTI ツー
ルの開発を行った．LTI に対応することにより様々













[3]Learning Tools Interoperability,  
http://www.imsglobal.org/toolsinteroperability2.cfm 
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